
一
号

パ
ソ
ナ
グ
ル
ー
プ
の
案
内
役
キ
ャ
ラ
「
ネ
オ
ア

ト
ム
」
（
◎
罵
目
冨
 
陣
。
旨
◎
は
○
口
、
）

◆
「
鉱
石
」
復
刻

シ
ャ
ー
プ
は
岨
日
、
１
０
０

年
を
記
念
し
て
復
刻
し
た
１
９

２
５
年
発
売
の
国
産
第
１
号

「
鉱
石
ラ
ジ
オ
」
を
公
開
し
た
。

鉱
石
と
金
属
を
接
触
さ
せ
、
電

波
か
ら
音
声
を
取
り
出
す
仕
組

み
で
放
送
初
期
に
普
及
し
た
。

同
社
Ｏ
Ｂ
の
グ
ル
ー
プ
が
、
残

っ
て
い
た
実
物
の
内
部
写
真
な

ど
を
手
が
か
り
に
２
か
月
か
け

て
再
現
し
た
。

こ
の
日
、
奈
良
県
天
理
市
内

で
開
か
れ
た
体
験
会
に
は
フ
ァ

ン
ら
約
帥
人
が
参
加
。
実
際
の

ラ
ジ
オ
放
送
を
受
信
し
、
「
ジ

ジ
ー
」
と
い
う
雑
音
混
じ
り
の

大
切
さ
を
作
品
に
込
め
た
。
万

博
を
訪
れ
る
人
に
も
感
じ
取
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
た
。

音
声
が
聞
こ
え
る
と
歓
声
を
上

げ
た
。
再
現
に
携
わ
っ
た
吉
田

育
弘
さ
ん
は
「
ラ
ジ
オ
は
、
家

電
や
テ
レ
ビ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
へ
と
つ
な
が
る
、
日
本
の
電

機
産
業
の
出
発
点
と
言
え
る
存

在
だ
」
と
強
調
し
た
。

◆
「
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
」

日
本
最
初
の
ラ
ジ
オ
放
送
は

米
英
か
ら
約
５
年
遅
れ
の
妬
年

３
月
躯
日
で
、
当
初
は
株
式
や

コ
メ
、
生
糸
な
ど
の
相
場
情
報

を
伝
え
る
放
送
が
多
か
っ
た
。

旭
年
に
創
業
し
た
シ
ャ
ー
プ

は
、
創
業
者
の
早
川
徳
次
が
米

国
製
の
鉱
石
ラ
ジ
オ
を
購
入
し

て
研
究
を
重
ね
、
妬
年
に
量
産

化
し
た
。
工
場
や
国
内
外
の
営

業
拠
点
を
整
備
し
、
生
産
か
ら

販
売
、
品
質
保
証
に
至
る
現
在

の
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
を
作
っ

た
。輪

年
に
創
業
し
た
ソ
ニ
ー
グ

起
き
た
１
９
９
３
年
産
の
平
均
 
２
０
２
４
年
産
が
４
万
非
、
羽

（
２
万
３
６
０
７
円
）
を
上
回
 
年
産
が
３
万
斗
と
な
る
。

り
、
比
較
で
き
る
帥
年
以
降
の
政
府
は
備
蓄
米
を
計
創
万
非

グ

ー

」

諄

（
万
台
）

１

０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

５
４
３
２
１

ル
ー
プ
も
弱
年
に
国
産
１
号
と

な
る
「
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ

オ
」
を
発
売
。
そ
の
後
、
開
発

し
た
ボ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
の
ラ
ジ

オ
は
世
界
的
に
ヒ
ッ
ト
し
、
携

帯
型
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
「
ウ
ォ

ー
ク
マ
ン
」
に
代
表
さ
れ
る
〃
軽

薄
短
小
技
術
″の
基
礎
と
な
っ

た
Ｑ

◆
伸
び
し
ろ

電
子
情
報
技
術
産
業
協
会

（
Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
）
の
統
計
で
は
、

ラ
ジ
オ
の
国
内
出
荷
台
数
は
弼

年
の
４
５
５
万
台
を
ピ
ー
ク
に

減
少
傾
向
が
続
き
、
２
０
２
４

年
は
的
万
台
に
落
ち
込
ん
で
い
一

る
。
一
方
、
阪
神
大
震
災
と
東

日
本
大
震
災
が
あ
っ
た
年
は
、

出
荷
台
数
が
大
幅
に
伸
び
る
な

ど
災
害
用
の
需
要
が
あ
る
。

加
年
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
ラ
ジ
オ
番
組
が
無
料
で

聞
け
る
サ
ー
ビ
ス
「
ラ
ジ
コ
」

が
開
始
。
‐民
間
の
ラ
ジ
オ
各
局

と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
参
加
し
、
１
月
あ

た
り
の
利
用
者
は
８
０
０
万
〜

９
０
０
万
人
で
、
ラ
ジ
コ
で
ラ

ジ
オ
番
組
に
触
れ
、
ラ
ジ
オ
端

末
を
購
入
す
る
若
者
も
多
い
と

い
う
。
 

シ
ャ
ー
プ
は
ラ
ジ
オ
販
売
か

ら
撤
退
し
た
が
、
ソ
ニ
ー
や
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
な
ど
は
規
模
を
縮

小
し
つ
つ
も
継
続
し
て
い
る
。

東
芝
エ
ル
イ
ー
ト
レ
ー
デ
ィ
ン

グ
で
は
、
現
在
も
販
売
が
堅
調

で
、
若
者
が
「
新
し
い
モ
ノ
」

と
し
て
手
に
取
る
ケ
ー
ス
が
増

え
て
い
る
。
担
当
の
須
永
哲
明

氏
は
「
ま
だ
伸
び
し
ろ
は
あ
る
。

今
後
も
新
商
品
を
投
入
し
て
い

く
」
と
意
気
込
む
。

》
皇

二
口

れ
変
わ
る
１
１
と
い
う
筋
書
き

で
上
映
さ
れ
る
。
パ
ソ
ナ
の
パ

ビ
リ
オ
ン
で
は
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

ラ
ジ
オ
年
変
わ
る
役
目

ラ
ジ
オ
放
送
が
国
内
で
始
ま
っ
て
か
ら
塑

日
で
１
０
０
年
を
迎
え
る
。
シ
ャ
ー
プ
や
ソ

ニ
ー
グ
ル
ー
プ
は
ラ
ジ
オ
製
造
で
培
っ
た
技

術
を
磨
き
、
世
界
的
な
電
機
メ
ー
カ
ー
に
成

長
し
た
。
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普

及
で
ラ
ジ
オ
の
出
荷
台
数
は
大
き
く
減
少
し

た
が
、
災
害
時
の
通
信
手
段
な
ど
と
し
て
存

在
感
を
示
し
て
い
る
。

（
杉
山
正
樹
、
田
中
俊
資
）

電
機
産
業
の
出
発
点

一 ー 一 = ･ ■ I 学

（ 第 3 窪 郵 便 物 言 忍 可 ）

シ ャープの○ B の吉田青弘さん（左）らが復亥 | ｣ し た鉱
石 ラ ジオの放送に聞き入る参加者（奈良県天理市で）

需要■｢ラジコ｣通じファン

i l
｢ネ

i 1〆 、 _ ヘ

災害で
命国内のラジオの な歴史

※各社の社史や説明を基に作成

命ラジオの国内出荷台数の推移

2025年(令和7年)3月20日（木曜日）

主

乗
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1 1

1 『

' l ' ' ' ' ' ' - ' ' ' l ' ' ' ' l ' ' ' ' l ' ' ' ' l ' ' ' ' l ' ' ' ' ' ' ' l ' l l ' ' ' ' ' ' ' ' l ' ' ' 1
7 0 8 0 9 0 2 0 0 0 1 0 2 0 2 4 年

＝

１
９
２
４
年

芝浦製作所（現東
芝)が日本初の真空
管式ラジオ受信機を
製造発売

東
芝
提
供

25
年 ﾗジｵ放送が開始に二一

」

早川金属工業研究所(現シャープ)が
国産第1号の鉱石ラジオを発売

弱
年
東 京 通 信 工業
(現ソニーグル
ープ )が日本初
のトランジスタ
ーラジオを発売

ソ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ

提
供

｜
卵
年

ソニーがポケットに入るサイズの小
型ラジオを発売。「ポケッタブル｣と
いう造語が生まれた

印
年 松 下 電 器 産 業

(現パナソニッ
ク)がラ
の録音
ラジカセを発売

ジオ放送
が で き る

一
ツ
ク
提
供

１
１

弱
年 腰鮭瀞辨《簿言壹
の注目が高まる …よユノ東芝工ル イー 今 - 吋 こ げ

トレーディング提供
｜
２
０
１
０
年

インターネットでラジオ番組を聞け
る｢ラジコ｣が登場

甲
今

｜
匹申

二

一
句■

＝


